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緒 言
　前報において1）2｝，東西食文化の象徴的指標となるも
のと推定される端午の節句の食について，全国的な資
料3）に基づいて，東西食文化の対立という立場から整
理し解析した結果を報告した。
　前報を受けて，種々の因子を総合してクラスター分
析法を用いて全国各地を地域区分したe本報では，食
を含めた端午の簾句の行事全般及び節句の食全般に闘
わる因子について解析した結果を報告し，次報では，
柏餅，餅，綜について更に詳しく解析した結果を報告
する。
概究方法
　解析の対象としたデータは「日本の食生活全集」帥の
内容を選択，整理したものである。
　調査地域を表1（解析1），（解析2）に示した。何
れも150地域である。解析1の地域は端午の節句の実施
時期，呼称，行事内容，調査地域の条件など節句全体
を解析するために，全国的に偏らないように選び出し
たものである。また，節句祝いの食べ物全体について
解析するために選んだのが解析②であり，全国的に分
布している。
　クラスター分析は，各i“　150の地域を対象として，
「Lotus　1－2－3多変量解析システム」（ナードマソ製）4｝
を用いて行った。データの種類は2値（0，1）であり，
距離は一致個数とし，分類手法は可変法（β＝－0．25）
によつた。
結果及び考察
ユ．食を含めた節句の行事全般（解析1＞について
　150地域，54変量（地勢，職i業，節句の月日・名称。
食などを含めた行事内容食べ物）について得られた
デンデログラムを図1（1）に示した。
　図1（1）のデソデPグラムにおいて，距離35．5を超え
るものどして，大きくa，bに，更にb1，　b2，　bll，　b12，
a1，　a2のクラスfi・・一に分ふれる．これらのクラスター
は，更に，それぞれがa11，　a12，　a21，　a22，　blll，　bl12，
b121，　b122，　b21，　b22に分かれる。クラスターの内容
は表2，3のごとくであり，図2，3にそれらクラス
ターの分布を示した。
1－1．クラスターa
1）　クラヌLターa1
　クラスターa1では，平地の比率が高く，稲作農業が
卓越している。節句の祝いは旧暦5／5が多く，節句名も
「その他」（前報2惨照）が多く，飾りはほぼ平均的で
ある。餅，綜を作る割合が高い。
主に，東北中南部～新潟，近畿・北陸に分布してい
る。近畿以東にあって餅の多いall及び西日本にあっ
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衷1．聞き誕｝’言周i査±tbt或一覧
北海道　十勝，松前，旭川
補　森　津軽半島，下北半島，南部階上
秋　田　八郎潟，横手盆地，県北鹿角
暫　手　県北1軽米，平泉花巻，奥羽山系
山　形　村山盆地，最上，置賜，庄内平野
宮　城　仙南亘理，三陸南岸，北上丘陵，阿武隈丘
福　島　会津盆地，中通り北，阿武隈，石城海岸
次　城　県央，県南水郷，北部山間
栃　木　鬼怒川，栗山，渡良瀬川
群　馬
埼　玉
千葉九十九里，南総丘陵，利根川岸，簾
束　m　駒形，大森海岸，奥多摩，伊豆大島，青山
神奈川　三浦半島，相模原台，足柄山間，川崎近郊
新　潟　蒲原，岩船，魚沼，頸城能生，佐渡
長　野　安曇平，伊那谷，佐久平t善光寺平，勲
畠　山　五個山，氷見漁村，魚津漁村
石　川　加賀平野，白山山麓，柴山潟，禽漁
福　井　福井平野，奥越山地，若狭山地
山　梨　甲府盆地，富士川域，八ケ岳麓，甲府盆地，麗輔
静　岡．富士山龍，伊豆海岸，岡部，県北山地
愛　知
岐　阜　恵那東野，恵那串原，揖斐徳山
　　重伊勢平野，伊賀，紀伊山間，灘
滋　賀　琵琶湖，朽木谷
m　都　京都近郊，丹後平地，丹後海岸
奈　良　大和高原，吉野川域，十津川郷，撚
和歌山　紀ノ川，熊野山間，熊野灘
大　阪　大阪町場，南河内，摂津山間，大阪天満
兵康　　　　　但馬海岸，灘路
岡　山　岡山沿岸，南部平野，中国山地
広　島　申部台地，備北山地，芸北山地1
鳥　取　因幡海岸，東郷池，伯者山間
島根出雲平野，石見山間，隠岐，撚
山　口　周防大島，周防南部，萩城下，長門山地
香　川　東讃岐，阿讃山麓，西さぬき，小豆島
徳　島
　　知　香長平野，県西山地，足摺海岸
愛　媛　宇和島，久万山，道後平野，轍
福　岡　筑前中山，筑後南部，志賀島，筑、平野
佐　賀　佐賀平野，玄海灘
長　崎　諌早彼岐，松浦壱岐，五島，対馬
熊　本　阿蘇，熊本県北，八代，天草
大　分　豊後水道，久重高原，日田盆地，国東半島
宮崎延岡，霧島北麓，都城盆地高千穂
鹿児島　鹿児島，種子島，奄美大島，一
沖　縄　那覇，本島中頭
注：阿武隈丘のアソダ・一ライソは解析（1）のみの地域，盤のアソダーライン
　　は解析｛2｝のみの地域。アンダーライソなしの地域は鰐析口），②共通の対
　　象地域であるe
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（その1）節句の行嘉全体について（解析‡）
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（その2）節句の食全体について（解析2）
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図1　節句全体のデータから得たデンデログラム
て糠を主とするa12に分かれる。
2）　）ラスターa2
　a2では海岸島喚が多く，兼業漁業の比率が高い。旧
暦の使用が多く，旧暦5／5での節句祝いがほぼ3／4であ
る。「その他の馳走」（前報2惨照），「おこわ」，餅，綜
などが主なものであり，柏餅は全く作られていない。
　東北，関東，北九州に分布している。おこわが主で
あるa21及び椋が主な馳走であるa22に分かれる。
1－2．クラスターb
1）　クラスターbl
　b11は平地が多く，稲作農業の比率が高い。商工業が
他より多いe新暦の使用が多く，祝いも主に新暦で行
われている。「端午」が付く名称と「のぼり」飾りが多
い。柏餅が卓越し，「その他の馳走」も多い。主に，関
束，中部に分布している。
　更に，bl1は，柏餅を柏葉で包み，「かしわもち」と
呼ぶb112と柏i葉またはサルトリイバラで包むb111に
分かれる。blllは主に西日本にあって稲作農業の比率
が高く畑作がゼ冒となっている。bl12は関東地方とそ
の周縁に分布する。
　b12は山地が多く，畑作農業，養蚕の比率が高い。
旧暦の使用が多く，旧暦5／5での節句が最も多い。
「五月」が付く名称が多く，のぼり飾りが最も少ない。
柏餅の製造が多く，綜，その他の馳走がそれに続いて
いる。全国的に薄く分布している。
　更に，b12は四国に多いbユ2工及びより東寄りに多い
b122に分かれるe前者は漁業，後表は畑作，養蚕の比
率が高い。
一115一
県立新潟女子短期大学研究紀要　第34集　1997
??? cつ　【b　　⇔●　　　　　　　，　　　　　　，
ﾐ》　oo　eqﾌ　　cつ　c¶
o　　◎o　ゆ　　「守　　σq・　　　　　　・　　　　　　　」　　　　　　←　　　　　　・
nコ　r申　　QO　ぴ］　r→m　　｛N　　H　　甲一咋　囚
曽　　1　　　　　　　　　　　　謄　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　…
．　r　1　暫　・ 凸　畠　．　■　幽　■　■　F　－　－　’　甘　」　「　願
oう　ト冒
C　　　　　　，
ﾐ｝　o潤@　cつ
P　曽　響　早　一　一　暫　計－　「
m」　oう■　　　　　　．
X「　uつ
g　　｛N
ｭ⊃　o■　　　　　　　．
潤@　oo：コ　守
怐@■　■　■　－　曹　・　一　■　一
ﾕ　　寸画　　I　　　f
早p　亭つ
艪モ早@　gQ　●　　　　　　　．
閨@　寸?@　ぐq
|　L　●　，●　■■　■　・・
ﾐ｝　一
@■　　　　1　　　．
曽　」　，　冒　．
nD　σ9　σ｝　①　　σ》　順　　　　　　　■　　　　　　　‘　　　　　　　．　　　　　　　，
ｵ㌔　σ｝　ごq　o　　qg
ur　－　　r→　　r→
P一或　H　　qむ　ぐq　σ｝
@．　　　　　　　　■　　　　　　　　■　　　　　　　　■　　　　　　　　・
モﾂ　N　　的　　u障　嶋
uず　　ド｛　r－1　　　　cq
D一■，・・騨■．．冒－響噌一一一暫暫曹昌■一幽
香@　σ智　州　　　　　u5　6　　　　　　■　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　専
`　　｛ぎ1　0　　0　　0
ゆ　　O　　LΩ■　　　　　　　●　　　　　　　・
リ･1　一　　しΩ
ﾝr　孕つ　cq
|瞥　■　一　■　■　’　一　一　，　．　■　■
浮､　H　　O⇔●　　　　　　　・　　　　　　　．
gー　り一1　卜鞠
｡　　亭う　σq
sつ　09　σ｝●　　　　　　　幽　　　　　　　順
krコ　摩q　H｡　　oう　ごq
E　．　，　一■■」　■帽■一■－・・
ｩつ　o　　卜・
H　　　　　　　，　　　　　　　・
nQ　寸　　ヒ㌔
モﾂ　oう　ζq
艨@　rず　　r－1
E　　　　　　●　　　　　　．
盾潤@σ》　じ一
п@　ζq　6q
????????．??』????????????????????????????????
↓o?????????????????????????????
σq　㊤　　N■　　　　　　．　　　　　　，
ﾋ　　1一一　　可
｡　　σO　N
ﾐコ　σ｝　N■　　　　　　曜　　　　　　看
潤@　o　　ロロ
ｲ帰　　UD　r→
D帽・冒．　．曹曾一一一　■　．一，
m・　ぐq　F吐
怐@　　　　　●　　　　　　・
潤@　卜r　醗ｶq　r→　　頓　I
kf｝　¢｝　㊤■　　　　　，　　　　　．
U　　較㌔　　トー
福潤@　oつ
D　邑　●　謄　隠　1　．　■　1　曾　，　F　辱　一　一
V－【　N　　し、
C　　　　　　幽　　　　　　．
|　　cq　田e咽　ぐく1　㊤
u｛｛　09　（N
㎝o卜ooo卜ooりD　．　r　，　・　看　響　．　°mo㊤NOQON的一ﾎ｝　cO　　　　　　　　H|＿．幽．＿．．…・一一一・・一一・一・・’”囲’”冒一゜一’
ﾌ孕うN瞼QP　N劇りoりqgE　．　・　…　　　　　幽　←　尋｣凶〇一創り㊤的的oﾄつ　　σコ　　　　　　　r一噌
mゆo　可伯lo　論．　　　　　　‘　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　幽　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　．
黹gのo㈹囲HOH早ｽ　F咽　　　　，　　　H|一＿．－一一．一…層層・…　…一一・・昌‘”　開’’”
m　　頃　H　　　　卜●　u自　　　　　　　H　　　　　　　　●・　　　　　　．　　　　　　尋　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　．
mn㎝o卜的OON翌早@ζ穐　　　　　　　c刈
e→　1ト　　o伽　㊤　　o　　oo　　　　ゆ・　　　　　　・　　　　　　　圏　　　　　　■　　　　　　■　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　・
盾盾ﾌ的㈹㊤rずo章り10Oつ　㈹
Q．一．．．．．．一曲・・闘－－由・・一・・一・”曲邑肝’一一一
Z　　卜．　　　　　　　ト　　ρう　ト　　　　ト・
E　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　■　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　■
順?盾純ｳ劇聾燈o婚ﾄ曳1　c刈　　　　　　　亭q　卜→
ｶり　　F司　的　　　　　頓　　一　　F→
C　　　　　　■　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　■　　　　　　，ﾂ囚ゆo卜HHookr｝　・守　　　　　　　　寸
｡　　αコ　1」阜　冒　　αコ　7－1
@．　　　　　　■　　　　　　‘　　　　　　　，　　　　　　・　　　　　　闇
qコ　L⇔　　OD・　　　　　　　●　　　　　　．
ko　　o　　eり
I　　c刈　r剥
黶@一　ロ　L　●　邑　一　■　」　・　．　．　騨　■　．
mr　卜　F㊤画　　　　　　■　　　　　　．
O9　載｝　b｝
I　　cq　pう
tq　pq　卜」　　　　　　■　　　　　　・
n　　L自　　寸
盾ﾂ　F→　しΩ
C，”　F－一’●置響7冒一　’　・
･　　LΩ　　cり　●　　　　　　　　・
k⇔　　野　　o
kΩ　　的　　r－l
助戟@oq　o・　　　　　　●　　　　　　・
y→　OQ　Oモ閨@　r→　1n
g　　N　　一
?@　　　　　　　　曜　　　　　　　　・
艨@　ζq　　同
n　　N　　回
潤@　o　　o　「　　　　　　　●　　　　　　　噛
潤@　o　　oｵσ　　r串　　「－1
O　　r→　F■l
潤@　σ｝　rで　　ト　　o・　　　　　　　■　　　　　　幽　　　　　　・　　　　　　．
潤@　ζq　　F司　　LΩ　　o
п@　摩q　H　　r－1　一
帽■■7　冒　●　●一一　一－凸－，一
’　　凸 響
一　　山　　由　　．　　．　　」
盾閧
「孕
u?
　一＿　・一昂　一　■　－　■　●　■　一　■　一　一　．　－　騨L
ｶ　　o⇒　cq　　　　7－｛　
D　　　　　　幽　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　■『
p　卜　　OQ　o　　cカr
秩@ぐく1　一→o
@　o　　o　　　　　o　・　　　　　　　・　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　甲「
ｽ　n　　u降　o　　］［）卜
ｿ　　　　一　
R」・・，　　　　　●●騨騨■■冒・騨・?
一　■　L　L　・　・　■　■ト
@　ト・　トー噛
@　　　　　　　　曜　　　　　　　　「昭
ｽ　o　　o▼|1　H　　Oコ
J　頓　　o「　　　　　　　　●　　　　　　　　・「
|1　㊤　　N℃
@　ぐつ　ζq晶
|　1　■　■　，　一　一　一　齢　置　，昌置－0
@0Q　⇒q■　　　　　　　　・　　　　　　　　，o
@　rゴ　　しfコU
ﾂ　　0つ　　1■→σ
p　アー哩　o●　　　　　　　　　，　　　　　　　　骨ゆ
@　自つ　祠cﾂ　cq　守?り?
　　　　　　　曜　　　　　　　．綱
@　u自　σ阜ぐ
ｭ1　州　　ぜ⊃」
E“一■亡’，，一’　■　■　■　謄伍
p　σq　｛●
@　　　　　6　　　　　　　，L
潤@o肇　㊤b
黶@ド→炉
､　　砿⊃　1－→●
@　　　　　　■　　　　　　・ρ
ﾂ　トー　σ》亡
ﾂ　　L6?
＿．．．響一＿曹r－一’凸一一一一・」・帽騨’闘謄曹一’山」°四”伺
｡αN寸ト・ooo㎝@　nσ
､　ト　　ー　　αコ　rl　冒　　　　F唄．
@　　　　　層　　　　　　層　　　　　　県　　　　　　●　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　順寸
mトマトNO卜・otｶ　　州?
O　例Qo　▼一くo
純h咽　o●
@■　層　”　軍　■　■　・　，　・胃
@　o●　　　　　　　　・N
@　トー却
@　しΩ⑳
@　1－→幽　　　　　　■ト
[　cqOp　H?
?
　　創コ　㊤　　ζカ　　「寺・　　　　　　　■　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　・ご
早@マ　　09　G刈　同㎝
@　oつ　　　　㎝　　F咽一
撃忠F　co　　記⊃　¢．　　　　　　，　　　　　　■　　　　　　●　　　　　　　，卜
a@rH　　ぐ　　QQ　OD蛉
@　7一奮　1－1，
w一一一凸骨置辱一一一一・“■■■・一一騨邑■b
黶@畔　　o　　一｛　じ㌔・
@　　　　　，　　　　　　　■　　　　　　．　　　　　　■目
@　o　　o弓　頓　　¢oo
早@㎝　　H　　NO
@　b幅　　　　　じr　卜曹1
@　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　・』
c　－　　o　　o　　㊤凸
早@寸　　　　　F唯　円?
・帽，■■■冒曹一一暫」曹響?
　　甲　　一　　」　　閣祠
???????????????????????
一一一．．，．一一一…・一一一”・…幽゜°聾”幽゜°°層’’”? 　一　一　　一　　由　　凸　　響　　腎　　一　　一?
?????????????????〉???（???????????????
　　暫　　山　　罰　　「－
????【???????????
　直　●　■　帽　，　　　　　　　藺　，　，H
@　N　　◎Q●　　　　　　　噛　　　　　　　，σ
p　LΩ　　1」降　
u－1　じ・一◎
p　O　　㊤■　　　　　　　團　　　　　　・寸
@　c口　　NLn　　停q　N＿
黶D　．　一　■　■　L　■　“　昌一　．　謄　，ゆ
@　QO　卜・●
@　　　　　　●　　　　　　　．σ
t　尊う　㊤　ﾄく】　oe
ﾂ　　　　ト●　　　　　　　　　　　　　　　　　　願9
p　O　　1－1　@ゆOp　F州　ド→　
｡　　　　　　　，　　　　　　・的
@　cつ　の頃@　cく1　蔚o
@　cq　σq　曜　　　　　　　　●　　　　　　　　噛L
ｶ　N　　pq］c　蕾q一σq?
　　一　　幽　　■　　，?
ー　oう，　　　　　　　　6t
戟@r⇒　oQp　▼－4亭
¥　　o　　卜・‘
@　　　　　　　，　　　　　　　　・α
c　］晦　婚L宙ｯ　pq　－→・
t－　願早●響●●凸■畠L　．」ヒ
`　　ζ⊃　じり●　　　　　　　　■　　　　　　　　　．電
ｽ　o　　飾寸@　r宇　肖e
早@cq　㊤層　　　　　　　　●　　　　　　　　晶亭
z　国　　【Ω?
つ　F→　ごつ　o　　　　【㌔噛
@　　　　　辱　　　　　　●　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　‘寸m腎ρりoooooH@　L「｝　7一イ　　　　　　　F－｛ト
[　o　　　　　　　亭うr　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・噂
盾盾署｡oooo孕ﾂ　L降　　　　　I　H．D．．＿…一…一一’…一一一　昌’’”－’曹’一一’’’’”Q
p　Qσ　F吋　F→　r一｛　1n　　　　コ「コ・　　　　　　，　　　　　　　．　　　　　　■　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　．肖
ﾑゆσ｝窃噂o寸oσﾂ　σ阜N
@　　　Cつ　　　　｛カ　　　　　　　ρう砲　　　　　　　　　　　　　　尋　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・寸
盾獅盾ﾌodnoQ?
　　㊤●　　　　　　　　1r
早@卜・L
ｶ　　噂o
@　o，　　　　　　　　tコ
U　］自蒔
z　トー■
@　■　　■　　噛　　－　　，　一　　■　　■　　一ト
[　eo1　　　　　　　　　幽㊤
@　eりoﾐ　一4σ
p　H■　　　　　　　　曹o
ｱ）　マー｛O
p　r一弔?
一巳一●●●，．軍■■・・層? 　邑　　邑　　曹　　　　　　　　　　　　凸　　　　　　　　　■　　■　　■“@■α
潤@ロ⊃　の　　05　㊤　幽　　　　　　晒　　　　　　●　　　　　　t　　　　　　　幽u
､　一　　5つ　一　　トo
@　「－l　eq　－　　Hロ
潤@、回　㊤　　㊤　，　　　　　　　●　　　　　　■　　　　　　・ト
[　F→　櫛　　LΩ　　oト
@　ー冒
潤g一■■■－●●辱■冒冒－，，一一一凸■冒，　
@　　■　@　　目　
@　　　昏　@　　ρ9?
　　む　　「寸「　　　　　　　●　　　　　　　・o
@　o　　σ｝L
ｩ　　寸o
@　「寸｛　o●　　　　　　　・　　　　　　　，o
@　F→　αコし
ｩ　cq　N・
｡■■■，・・邑．　．　．　■　，，寸
@　可燭　祠●　　　　　　　　願　　　　　　　　．H
@　甲一1　卜冒e
早@cq　　LΩo
@　o　　o「　　　　　　　　●　　　　　　　　・r
s　・ぜ　　孚q罫
@　骨q　的一
@一　L　●　■　■　一　■　■　・　．　■　■　■　■α
c　　O　　1－→　
怐@　　　　　　　・　　　　　　　　　■寸
@　F→　』寸寸
@　cり　｛Nト
@　ぴ〕　o　●　　　　　　●　　　　　　・『
p　寸　　o寸@　o◎　¢q?
．．．一…　r－一一9一層・一一邑骨一”一一゜’”－一帽「一”? 　一　」　置　響尋一一」　L　一隔■　■　一?
??』??』??????．?????????????????????
うH??????????????
q　卜唱噛
@■　，　，一一－　－　－　歯　層　，　一　一　－e
早@ζq　唖マ　　　　　　　　・　　　　　　　　，製
@　N　　］自1ζ
磨z　cq　L⇔7
齠ﾜ　⑦　，　　　　　　　　　．ゆ
@　寸　　oσ､　q⊃?
　　o　　自う　　　　o　oつ　孕弓　ρり，　　　　　　幽　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　●　　　　　　．　　　　　　伽望
po尊弓ooo弓的的o亡ｭ1　ゆう　　　　　　　o伽σ
gNooooo㎝Op?
　”　一晶　‘－　．　－　響　早σ
F　一唯■
@　　　　　　・α
R　F→cA　　蟹⊃じ
早@QO幽　　　　　　　　●o
@　ゆトﾝ　cq?
　　一｛　卜・　Φ　　トー■
@　　　　　　■　　　　　　魎　　　　　　，O
@　H　　q⊃　［∫コ　㊤L
ｩ　 一　　一嘱O
@　L自　L◎　O　　O●　　　　　　●　　　　　　■　　　　　　　，o
@ σq　摩q　『｝ o罫
@　1－→　　「－1?
　一　一　酷　匿　，　畢　昌　－　－　・　．　．　■　．?
　●　●　　　　　　　　　　・　■　”?
一．．一・押一一L晶一桿昌一一噛・・，’”暫H骨昌一’一゜°曝”－－? 帽　騨　■　■　冒　冒　，曹，?　曹　・　1　一? ■一一儒　F　一　血　由　暫一畢－－’?
⊃　　　　㎝●　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ト
[　0　　6］cEq　　　　卜寸
@　σコ　ト●　　　　　　砦　　　　　　．祠
@　N　　コ自o
ｾ　ひq　マo
@　o　　o　@o　一し?ｻ　　　　Lr｝昏　　　　　　　　　　　　　　　　　・N
@　｛：）　卜冒o
@　，　　ρうo
@　o　　o，　　　　　　■　　　　　　・o
Eo　　ooﾂ　oつ　㊤自
ﾂ　oう　亭う●　　　　一　　　　「　　　　　　　　・e
ｩ　　▼一→　oつo
ﾂ　　　　LΩ?
－曹曹・晶■■■’，酔・邑■■■■■冒F－o
@　o　　o　　o　　o1　　　　　　　■　　　　　　　，　　　　　　　■　　　　　　　・o
@o　o　o　　oo|　｛N 　O伽 一　　「－1卜
Q　r→　　　　　　　6q　．　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噂o
@　㌻一I　O　　O　　N㊤@下→　　　　　　　ζ団・
黶｡■幽●冒腸●一置－・．騨■■■曽，，，一一?
つ　u⊃　げコ‘　　　　　　　　辱　　　　　　　　・q
ｽ　【ト　　㊤L
ｶ　　0つ⇔
o　F｛　ζq1　　　　　　　　　，　　　　　　　　幽0
@　6つ　⑪【ﾂ　　oq　寸冨
｡・甲雫一一一●“一■■・，恥
@　po　卜一，
@　　　　　　　，　　　　　　　　・o
掾@寸　　一rE　中o　σミo
@　αコ　トー，
@　　　　　　　●　　　　　　　　・0
@　摩つ　㊤Lｶ　　oう　一?
??????????，????o　　o　●　　　　　　　　冒o
@　o　　o　g　　ゆ0
@　1」つ　1」：，　　　　　　●　　　　　　to
@　トー　麟Lｶ　　σつ　　一●
e，－－1－－曾早一暫醇畳一L
ｩ　し⇔■　　　　　　　　，ぬ
@　m　　o『u　1no
@　o噛　　　　　　　　■め
@　u5　0N@　塾㌔?
ﾂoo助協ooo一@　孕う　　　　　　　｝咀
mrlOOOHo 鴎@　eq　F→　　　　　　　　　　H＿k．＿＿・一一・・辱一一　由榊　幽幽一　・　－’一響’’”－o
n的寸ooooo寸：`・　－　
@　　　　1『??????
　　o■　　　　　　　　雪o
@　or|｛　αo
@　o■　　　　　　　　，L
ｶ　　L自ト
[　N■
@■　■　’　●　，　唇　■　■　噛寸
@　㊤●　　　　　　　・㊤
@　鴎Op　r1卜
E　oつ‘　　　　　　　曽㊤
@　o◎尋
@　uう?
冒，一一一－骨■尋一一」・・?
　一　置　冒　・軸
?????
?
　　o　　o　　：⊃　　o●　　　　　　　　，　　　　　　　　　團　　　　　　　　唖　　　　　　　　，q
ｽ　qg・cq　「劉　　oζﾂ　　　　　甲一1　　　　「宇卜
@　o　　σつ　ト　o也　　　　　　　　　■　　　　　　　　●　　　　　　　　■　　　　　　　　・噂
@　cq　r→　O　　N寸?
????? ?翌輩ヨ勛鼕?n
??
造脳課蝋鐸煙i燕巽藩章。・＋＋＋＋　網蝋
@　　　　　　i謀He超@　　　　　　　嘉覆即課
ｿ国　　　　　　■?
誕醸｢塵
?
O　　L1つ　　しΩ＼
@＼　＼鴎@　冤コ　LΩ幽
H睡額唐堰ｻ匝
??
　　猿　　　心謡
黷P璃　　耳署
C賦一）起醤
??
1　@1　@勲　　9訟　　 、帰ヤ鴇　　　　噂掴
n織e含
??
? ?? ?? ?
???????????
?
16一
東西食文化の日本海側の接点に関する研究（X）
????
????
（』
??????????????????
『??〔『?〔「??）???????＝????．?）???．?〔?．??．??（。）。（『????）?（『???）??????????????????????．?????????????????????????????????????????????????????
（『?＝（?．。????????????????????????????。??????＝???????????????＝????????????????＝?????．。??）??．???．。???．???．???
????????㍊???????
〔???
（『??（『??〔＝?〔?．?（?．??．。?（?．?、??．?（。．?）??．?，???．??
?、????．? （『 ） 。 （。 ．
????
（『?）?（?．??（?．?，?）?
（?．?）??（。．? ?（『?? ?? （?．?）【?（。???．。）【（?）??（????）??????。?（。）。?（??（?．??，（『???（『???（?）???????（?．??
?????????????．??????
??????????＝?????????
?????????????? ?．????? ??（『 ?（ ?? ．?（『??（ ．??． ．?）?（ ，?、? （? （?．??〔。．? ．??
　　
?、??????????????????????????????????????????????????????????????????．????．???????????????????【????????????????????????????????
?????????????
?、?）．。
（??｝（『 （ （。． ?）? ． ?? ? ? ?? ?
（?．?｝???????????。?．?。???．???，??
????
?．??．（????????????
（『?）??（【．???（???????????????????．????．??????????????????????????????????????????????????????????
＝?｝?????????????，．?????????????、?
（『?）?
（??（??????）??（?）。?（?。?（?。?（???。?（。）??（?｝
（?，???（。．???（?）? ．?? （?． ??．? ?（?．。?
????
　　
　　
??????????????????????????????、??????????【??????．????、?。?。????，????，????、????????、、????．??????????．????????????????．?????．??????????????????????『?（?．??．???．???（?。（『?????????（?）?
?????????????????????????????????????
?．?）?．
爲　
???????（????｝??（??
????????????????????????????????????????????．?????????????????．?。 ，?，。?
????????﹇
　　
????????．???????，??『???。，＝?。．???。．???．????『??『??????．。????．???．??。．?。???，??????????????????????『??『???．???．???．????????????????????????????????????????．???。???，．????．???．????．????『???????．??．?．???．??『??????．?????????????????????????????．?﹇（?，????．?）??????〔??（????）?（??
　　
?????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????〔???（。）。?（???（。）?????????????????
?．?）＝
（???????? ?
（『??????????????ォ???、?） ． ）
??
??
?????????????????????????????????
????????????????????????
????
M申?
?????????【?????????????????????【???
????????????????????????＝?
ー? ??
?????????
????
?????（?????????
（?）???????????
゜。P
一一　117　一一
県立新潟女子短期大学研究li己要　第斑集　1997
（その1）
?
記号 〃ラスター
? ?
記号 クラスター
? ?
記号 クラスター
? ?
記号 クラスター
?
1 ● a1ユ 17 2
?
a2ユ 8 3
? b11118 4 ● b12112
?． ? a12 22 2
? a22 10 3
? b11215 4
? b12221
　Cl）
　　　　　　　が　　a
・凸
　　　　　診イe　¢lh
A
　（2）　　　　　　　竜『　a
　　　　　諏イe　d’」
　　13）　　　　　　　・c｝・cr　a
　　　　　訴イe　‘¢b・
　　　　　　　　　　　〆　　14）
｛コう
　　4
D‘■
?
轟
図2　節句全体のうち行事関連のデンデログラムに基づくクラスターの分布
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（その2）
?
記号 クラスター
?
図 記号 クラスター
? ?
記号 クラスター 数
?
記号 クラスター
?
1 ● b21 20 2 ● b1 66 3 ● a 55 4 ● b 95
1 ◎ b22 9
●　　　　　　　　　　　　．
a」b　　4
　　　　　　　　〆（1）
　　　　　・c｝・e　6
　　　諏イe　abb
（2）
Oeb・S
が
Op
ぷ
a
P
A
?
A
’
　〔3）　　熔『　。
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Ob
A
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　blは図2（その2－2）に示すごとく，ライソB以
西に分布しており，柏tgt，その他の馳走，綜がよく作
られている。
2）　　クラスターb2
　b2は海彫島喚が多く，特に兼業漁業の比率が大ぎ
いe殆どが新暦であり，節句も新暦5／5が多い。名称は
ギ端午」が付くものが多く，「しょうぶ」はゼロであっ
た。節句飾りは平均的である。粕餅，綜が特に多く，
その他の穀物料理が次いでいる向柏餅の名称は柏餅以
外の「その他」（前報21参照）が多く，サルトリイバラ
が包む葉としてよく用いられている。新潟県西部から
千葉県，即ちライソA以西に分衛している。
　b2は更に，その他の穀物料理及びその他の馳走が多
いb22が分かれる。　　　　　　　　　　　　・　－
1－3．クラスターa，bの比較
　以上を統合したクラスターa，bを比較すると，平均
化はしているが，aは平地にbは山地に寓んでいる。職
業にっいて，aが稲作農業が60％を超えているのに対
して，bでは稲作農業が減ってそれ以外が多くなリド多
様化している。暦や節句の蒋期を見ると，旧麿との関
係はaがbよりも深い。節句名et　aにおいて「その他」
が多くなっておウ，飾りは殆ど差が認められない。
　a，bの差は鶴餅で顕著であって，　aでは殆ど作られ
ていないのに対して，bでは圧倒的であるebに多いの
が柏餅であるのに対して，aでは団子，餅，綜，笹団子，
粒綜2）であって，種類が多様となっていて，特定の食べ
物に絞り込むことができない。
　その他の穀物料理を見ると，aでは鮨が無くて混ぜ
飯のみであウ，bでは両巻ともに多い。その他の馳走が
多いのはbである。ただし，おはぎ，おこわ，菓子は
a，bで大差が無かった。
　一般に，一軒の家についてみると，節句の食はaよ
りもbが豊かであると推定される。aにおいては馳走
の大部分が団子，餅，綜類だけであるのに対して，bで
はその他の馳走も多い。
　クラスターaは全国的に分布しているが，中部，中
国・四国，南九州が少ない。bは北海道や東北での分布
が明きらかに少なく，rヲイソCを引くことボできる。
2．節句の食全般（解析2）について
　150地域，32変鴛（団子～その他の馳走まで，解析1
の食の部分を更に詳しく）で得られたデソデログラム
を図1②に示した。
　このデソデnグラムにおいて，距畑．0を超えるもの
として，プζきくa，blこ，更にal，　a2，　b1，　b2｝こ分か
れる。これらは更に，a21～b22に細分される。これら
クラスターの内容は表4のごとくであり，図3にクラ
スターの分布を示した。
2－－1．クラスターa
1）　クラスターa1
　綜を100％作る地域であって，もう一つの綜100％の
地域b21と併せると，図3（その2－1）のラインG以
西が綜をよく作る地域と言うことができる。a1とb21
との大きな違いは前者で作らない柏餅を後者で100％
つくることであるa
2）　クラスターa2
　a2は柏餅を作らないことでa1と共通であるが，綜を
作らないことで異なる。このa2は餅をよく揚く地域で
ある。ライソD以東の東日本に分布している。端午の
節句の頃は正月や雛節句の頃よりも暖かくなるので，
餅作りには適さなくなっている。その意味で西日本で
の分布が薄いのは合理的である。「おこわ」をよく作る
a22がa2から分かれる。
2・－2．クラスター一一b
D　クラスターbl
　柏餅を100％作るが，綜を全く作らないと言ってよい
地域である。その他の馳走を最もよく作る地域でもあ
る。ライソE以南西に分布しているが，特に関東・東
海地方での存在頻度が高い。
　blのサブクラスターであるb12は，ライソFで囲ま
れた九州南部にのみ分布している。この地域では，灰
や竹皮を使う，かなり特殊な粒綜を作っている。
2）クラスター－b2
　柏餅と綜の両者をかなり作る上に，鮨類や他の馳走
もかなり作る地域である。節句の食が多様な地域と言
うことができる。これに対して，例えばa1は綜だけ，
b111は柏餅だけであってシソブルである。特に，　b21
はライソG以西に分布している。
2－3．クラスター註とbの比較
　クラスターaは図3（その2－2）に示すように，a22
の多いライソ1以東とa1の多いライソH以西に分か
れれ，中部地方に空白地域ができる。
　クラスターbはライソJ以西に分布している。全体
として柏併をよく作る地域である。
　大ざっぽに言って，bが日本の西寄りに分布してい
るのに対して，aは東寄りであるeaでは餅，笹団子，
綜，粒綜が主であるのに対して，bでは柏餅，綜，その
他の鍛物料理や馳走などが作られ，多様である。
　解析（2）では，幾つかのライソの存在が認められたが，
中でも重要と考えられるのがライソJである。このラ
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1
? a1 22 2 ● a21 26 3
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◎ a22 10
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恥4津一く
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E
pa　3　節句全体のうち食関連のデンデログラムに基づくクラスターの分布
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記号 内容 数
1 ● b21 29 2 ● a 58 3
? b 92
1 ◎ b22 21
（1〕
Ob　4
Ob・ｮ
Bb
Oe
?
調
げ6
G
’
’
イソ以西では，柏餅が中心となって，多彩の馳走が作
られている。
3．まとめて
　解析（1｝では，変量が48とかなり多いためか，因子が
お互いに重なりあって・；　A．　一一プな違いが認められなく
なっているものと考えられる。
　その中で，ライソCはbの東縁であって，新潟県西
部から北関東に向けて引くことができる。殆ど同じ位
置に解析②の節句の食からライソ」を引くことができ
る。
　これらライソは節句の行事内容やその背景等から総
合して，節句行事でもって日本を東西に分ける最も重
要なものである。そのポイソトとなる因子は，稲作農
業の比率，旧暦5／5での実施の比率力～bよりもaで高
いこと，節句の名称がfその他」が多いことである。
食べ物では，bにおいて柏餅が，逆に・ではt）1・粒綜が
多く作られることにあるものと考えられる。
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?
び
　前報2）に引き続き，端午の節句について，その行事内
容（食を含む）やその背景等を変且としてクラスター分
析法で検討した。検討の対象としたデータソースは聞
き轡・日本の食生活全集である。
　その結果，クラスターの分布から，日本を東西に分
ける幾つかのライソの存在を認めた。その多くは，日
本海側では新潟県西部から石川県あたりをスタートす
るものであって，太平洋側は多様であった。
　最も顕著なライソは新潟県西部から北関東を通り太
平洋岸にいたるもので，節句の行Jr内容やその背景等
から総合して，節句でもって日本を東西に分けるもの
と言うことができる。そのポイソトとなる要因は柏餅
関連と稲作農業の比率であると考え．られる。
　終わり臨み，本研究をご支援して頂いた財団法人日
本食生活文化財団に深謝致しますe
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